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養育里親研修の適切な実施について 

 

 

 養育里親への研修については、「児童福祉法施行規則第一条の三十四のこども家庭庁

長官が定める基準」（平成 21年厚生労働省告示第 225号）及び「児童福祉法施行規則第

三十六条の四十六第二項こども家庭庁長官が定める基準」（平成 21年厚生労働省告示第

227 号）において研修科目等について規定しており、その実施方法等については、「養

育里親研修制度の運営について」（平成 21 年３月 31 日雇児発第 0331009 号厚生労働省

雇用均等・児童家庭局長通知）で定めているところである。 

当該研修を実施するに当たっては、里親等の養育技術の向上を目指すとともに、養

育里親になることを希望する者（以下「養育里親希望者」という。）等の強みや課題を

捉え、アセスメントの機会として活用することが重要である。 

 今般、令和５年度こども・子育て支援推進調査研究事業「里親等委託推進に向けた

効果的なアセスメント・マッチング手法等に関する調査研究」において作成した研修

カリキュラム例を踏まえ、養育里親になることを希望する者等の資質の向上を図るこ

と等を目的に、下記のとおり研修カリキュラムを策定したので、各都道府県等におか

れては、本通知を参考に養育里親研修の実施に努めていただきたい。 

 なお、この通知は、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 245条の４第１項の規定

に基づく技術的な助言である。 

 

 

記 

 

 

１ 研修内容 

  標準的なカリキュラムは、別紙「養育里親研修カリキュラム」（以下「別紙カリキ

ュラム」という。）のとおりであるが、必要に応じて科目を追加しても差し支えない

ものとする。 

  なお、社会情勢等に応じて、研修で扱う内容を考慮するとともに、単なる講義形

式にとどめることなく、演習形式での事例検討、ロールプレイやグループワークな

どの手法を用いて工夫すること。 
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  また、各研修の修了時に、別紙カリキュラムに基づき、研修内容の振り返りを行

うこと。 

 

２ 養育実習に係る留意事項 

（１）養育実習先の選定 

  ・基礎研修、登録前研修については、養育里親希望者のこどもの養育経験や意向

等を踏まえ、社会的養護のこどもへの理解を深めることを目的に、実習先を選

定すること。 

  ・更新研修において、養育実習を実施する場合、可能な範囲で、これまでに経験

のない実習先での実施を検討するとともに、今後の里親等委託に向けて養育実

習先を選定すること。 

  ・いずれの場合も、養育実習の実施場所については、そこで生活しているこども

への配慮を行う必要がある。 

  

（２）養育実習におけるこどもとの関わりと意向確認 

  ・養育実習先において、社会的養護のこどもと関わる場合、こどもの状態や意向

に十分に配慮し、慎重に判断する必要がある。 

  ・こどもが明確に養育実習の受け入れを拒否していなくても、不安が高まって落

ち着かなくなったり、過剰に反応するような言動が確認された場合またはそう

したことが予想される場合には、養育実習の継続が可能か、施設職員や里親又

は養育者の意見を最優先に判断する。また、養育実習の受け入れが、こどもに

とって良い経験となるよう配慮や工夫が必要である。 

・乳幼児については、こどもの年齢に応じて、実習の目的等について伝え方等を工

夫する必要がある。乳児院や児童養護施設等の場合は日常的に関わりのある施設

職員の意見を聞き、里親家庭やファミリーホームの場合は里親及び養育者の意見

を十分踏まえて、特に慎重に判断する必要がある。 

  ・学齢児については、施設職員や里親又は養育者が予めこどもに養育実習の受け

入れの可否を確認した上で、養育実習当日、養育里親希望者等と対面して、再

度こどもの意向を確認した上で判断すること。 

   

 

３ 参考 

 ・令和５年度こども・子育て支援推進調査研究事業「里親等委託推進に向けた効果

的なアセスメント・マッチング手法等に関する調査研究報告書」（株式会社 政策基

礎研究所ＨＰアドレス） 

https://doctoral.co.jp/wp-

content/themes/EBP/assets/pdf/kodomokosodate/houkokusho_2023_appendix.pdf 

https://doctoral.co.jp/wp-content/themes/EBP/assets/pdf/kodomokosodate/
https://doctoral.co.jp/wp-content/themes/EBP/assets/pdf/kodomokosodate/


目 的 期 間 内 容

(1)基礎研修

養育里親を希望す
る者を対象とする

〇社会的養護における里親制度
の意義と変遷、要保護児童の
おかれている現状を理解する
とともに、里親等に求められ
る役割等を共有する。

１日
＋
養育実習１日
程度

①里親制度の基礎Ⅰ

②保護を要するこどもの理解

③地域における子育て支援サービス

④先輩里親の体験談・グループワーク

⑤養育実習Ⅰ

(2)登録前研修

養育里親を希望す
る者のうち、基礎
研修の受講修了者
を対象とする

〇社会的養護の担い手である里
親として、こどもの養育を行
うために必要な知識とこども
の状況に応じた養育技術を身
につける。

２日
＋
養育実習２日
程度

①里親制度の基礎Ⅱ

②里親養育の基本

③こどもの心

④こどもの身体

⑤関係機関との連携

⑥里親養育における様々な課題

⑦こどもの権利擁護

⑧里親同士によるピアサポート

⑨先輩里親の体験談・グループワーク

⑩養育実習Ⅱ

(3)更新研修

養育里親登録又は
更新後５年目の養
育里親を対象とす
る

〇養育里親としてこどもの養育
を継続するために必要となる
知識、養育上の課題や留意点
等を学び、養育技術の向上を
目指す。

１日程度
＋
養育実習１日
程度

①こどもを取り巻く社会情勢や法改正等の理解

②こどもの発達と心理・行動上の理解

③里親養育における課題や対応上の留意点

④意見交換・グループワーク

⑤養育実習

○養育里親研修カリキュラム

※ 実施機関は、都道府県・指定都市・児童相談所設置市（社会福祉法人、NPO法人等に委託可）

別紙



目 的 内容（具体的なポイント） 狙い・効果等

〇社会的養護における里親制度
の意義と変遷、要保護児童の
おかれている現状を理解する
ともに、里親等に求められる
役割等を共有する。

①里親制度の基礎Ⅰ
 里親制度の意義と変遷
 里親の種類や役割
 里親家庭における生活イメージ

等

 里親制度の基礎知識として、これまでの制度の変遷をふまえて意
義について確認する。

 里親の種類や役割について理解する。
 可能な範囲でロールプレイや映像等を用いて、里親家庭として実

際にこどもを迎え入れた際の生活がイメージできるように促す。

②保護を要するこどもの理解
 児童虐待問題
 保護を要するこどもの現状
 こどもの多様性（性、文化等） 等

 児童虐待の基礎知識、保護を要するこどもが育ってきた生活環境
やこどもと家族等との関係、こどもが持つ多様な背景等について
学び、保護を要するこどもへの理解を深める。

③地域における子育て支援サービス
 地域における子育て相談・各種支援サービ

ス等
等

 社会的養護のこどもの養育を継続的に担うために、利用可能な地
域の子育て相談窓口や支援サービスの内容について把握する。養
育里親希望者は自身の家庭内の家事や育児についての考え方や時
間配分等を振り返り、足りない部分を補うためにどのような支援
が必要なのか整理する機会とする。

④先輩里親の体験談・グループワーク
 里親希望の動機
 里親に求められる役割

等

 先輩里親の体験談・グループワークは、養育里親希望者同士が先
輩里親とのつながりを作る機会として有効である。

 里親希望の動機を共有するとともに、可能な限り養育里親希望者
らと境遇が近い里親から、これまでの委託経験を話してもらうこ
とで、里親に求められる役割を理解し、里親家庭での生活イメー
ジを膨らませる。

⑤養育実習Ⅰ
 児童相談所、里親支援センターでの実習等
 里親家庭やファミリーホームの訪問等
 乳児院、児童養護施設、児童心理治療施設、

児童自立支援施設における実習等
 社会的養護のこどもとの関わり（遊びや学

習のサポート、生活場面におけるやりとり
等）

 社会的養護のこどもの背景理解や対応の留
意点

 施設職員や里親支援センターの職員等との
関係性を深める

等
 

 児童相談所、里親支援センターを実施場所として、一定の経験を
有する里親の協力を得て、こどもとの関わりや養育技術を学ぶ。
なお、主体的に委託児童の参加が望める場合、その参加を妨げる
ものではない。

 里親家庭等における実習では、先輩里親等から家庭養育に関する
助言やこどもへの対応の留意点等を学ぶ。また、受け入れ家庭や
こどもの意向等を十分に配慮し、実習時間についても調整を行う。

 乳児院や児童養護施設等における実習では、専門性を有する職員
によるこどもへの関わりを観察すること等により、こどもの背景
理解を深め、養育技術等を学ぶ。

 実習を通して、里親支援専門相談員、里親支援センターの職員等
と関係性を深める。

(1)基礎研修（期間：1日＋養育実習1日程度）
・養育里親希望者を対象とする



目 的 内容（具体的なポイント） 狙い・効果等

〇社会的養護の担い手である里
親として、こどもの養育を行
うために必要な知識とこども
の状況に応じた養育技術を身
につける。

①里親制度の基礎Ⅱ 
 家庭養育優先原則、パーマネンシー保障
 社会的養護に関する各種法令（児童福祉法、

里親が行う養育に関する最低基準、里親及
びファミリーホーム養育指針等）

等

 家庭養育優先原則（※１）とパーマネンシー保障（※２）について理
解する。

 里親が行う養育に関する最低基準や里親及びファミリーホーム養
育指針等により里親の役割と家庭養護における養育について確認
する。

（※１）予防的支援により家庭維持のために支援を行うとともに、まずは親族里親、
養子縁組里親、 養育里親若しくは専門里親又はファミリーホームの中から、
こどもの意向や状況等を踏まえつつ、こどもにとって最良の養育先とする観
点から代替養育先を検討する。これらが代替養育先として適当でない困難な
課題のあるこどもについては、小規模かつ地域分散化された施設等への入所
の措置を行うこと。

（※２）永続的な家族関係をベースにした家庭という育ちの場を保障すること。

②里親養育の基本
 里親等委託におけるプロセス（マッチング、

委託前交流、委託開始時および委託後の支
援、委託解除時の流れ、諸手続き等）

 こどもと実親との交流
等

 里親等委託にあたっては、こどもを中心にしてマッチング、委託
前交流の期間や頻度等について検討されることを理解した上で、
委託開始までのプロセス等について把握する。

 里親委託後も、家族再構築に向けてこどもと実親が交流すること
について理解する。

③こどもの心
 こどもの心の発達過程
 保護を要するこどもの発達と委託後の適応
 アタッチメント

等

 こどもの心・身体の発達過程について学ぶ。
 保護を要するこどもは、心や身体の発達においてどのような点が

阻害されている傾向にあるのかを把握することで、里親家庭にお
ける養育での対応や配慮が必要な点について理解を深める。

 映像等で実際のこどもの姿を見ながら、こどもの年齢に応じて必
要な関わり方、健診、健康管理や事故予防の観点など必要な養育
技術を学べるようにする工夫が有効である。

④こどもの身体
 こどもの身体の発達過程
 乳幼児健診、予防接種、栄養、障害、事故

予防等
等

⑤関係機関との連携
 地域における関係機関（児童相談所、里親

支援センター、学校、保育所、児童発達支
援センター、医療機関等）

 関係機関とのチーム養育
等

 地域の関係機関を紹介するだけではなく、各機関と協働してチー
ムでこどもを養育していくことを理解する。

 委託後に里親等が相談できる相手を増やし、里親等自身の抱え込
みを防ぐという点において重要である。

(2)登録前研修（期間：2日＋実習2日程度）
・養育里親希望者のうち、基礎研修の受講修了者を対象とする



目 的 内容（具体的なポイント） 狙い・効果等

⑥里親養育における様々な課題
 委託後の里親家庭の変化（実子への影響や

実子への説明等も含む）
 こどもの抱えるトラウマ
 こどもとのコミュニケーション
 ライフストーリーワーク

等

 こどもの委託後にどのようなライフスタイルの変化が生じるか、
養育里親希望者自身に想像してもらうことが有効。また、丁寧に
マッチングや交流を重ねたとしても、こどもの抱えるトラウマや
特性等により、日々の生活やコミュニケーションにおける課題が
生じる可能性があり、あらかじめ課題に対する対応等を検討して
おくことが大切である。

 こどもの成長に応じてライフストーリーワークを実施することで、
こどもが自分の気持ちを整理すること等に繋がることについて知
る。

⑦こどもの権利擁護
 こどもの権利擁護、意見表明支援
 被措置児童等虐待の防止

等

 こどもの権利擁護と意見表明に関する支援について学ぶ。
 被措置児童等虐待の定義や対応の流れ等を把握し、被措置児童等

虐待を予防するための視点について理解する。

⑧里親同士によるピアサポート
 里親会の自助グループや里親支援センター

等の関わり
等

 里親会等の自助グループの活動内容等について理解を深める。そ
の際、里親会等を研修講師として招くことで、養育里親希望者と
里親会等が繋がる機会とする。

 里親会等の自助グループがない地域では、里親支援センター等を
介した里親同士の繋がりや支え合いについて知る。

⑨先輩里親の体験談・グループワーク
 里親自身のメンタルヘルス、セルフケア

等
 障害等のあるこどもの養育や思春期における対応等、養育上の苦

労や工夫等について共有し、里親自身のメンタルヘルスを保つ等、
セルフケアの必要性について考える機会とする。

⑩養育実習Ⅱ
 児童相談所、里親支援センターでの実習等
 里親家庭やファミリーホームの訪問等
 乳児院、児童養護施設、児童心理治療施設、

児童自立支援施設における実習等
 社会的養護のこどもとの関わり（遊びや学

習のサポート、生活場面におけるやりとり
等）

 社会的養護のこどもの背景理解や対応の留
意点

 施設職員や里親支援センターの職員等との
関係性を深める

等

 児童相談所、里親支援センターを実施場所として、一定の経験を
有する里親の協力を得て、こどもとの関わりや養育技術を学ぶ。
なお、主体的に委託児童の参加が望める場合、その参加を妨げる
ものではない。

 里親家庭等における実習では、先輩里親等から家庭養育に関する
助言やこどもへの対応の留意点等を学ぶ。また、受け入れ家庭や
こどもの意向等を十分に配慮し、実習時間についても調整を行う。

 乳児院や児童養護施設等における実習では、専門性を有する職員
によるこどもへの関わりを観察すること等により、こどもの背景
理解を深め、養育技術等を学ぶ。

 実習を通して、里親支援専門相談員、里親支援センターの職員等
と関係性を深める。

 養育実習先は児童福祉施設等と里親家庭等とを組み合わせること
で、様々なこどもの育ちについて考える機会とし、これまでの研
修を通した上で、里親家庭への理解を深めるための実習とする。



(3)更新研修（期間：1日程度＋必要性や希望等に応じて養育実習１日）
・養育里親登録及び更新後５年目の養育里親を対象とする

目 的 内容（具体的なポイント） 狙い・効果等

〇養育里親としてこどもの養育
を継続するために必要となる
知識、養育上の課題や留意点
等を学び、養育技術の向上を
目指す。

①こどもを取り巻く社会情勢や法改正等の理
  解
 社会情勢、児童福祉法や児童虐待防止法に

関する施策や制度等の理解
等

 こどもを取り巻く社会情勢や法改正等について学ぶことにより、
里親に求められる役割等を振り返る。特に、前回の法定研修受講
時に取り扱われていない内容は、新たに学ぶ機会とする。

②こどもの発達と心理・行動上の理解
 不適切な環境下で育つことによるこどもの

発達と心理、行動への影響
等

 不適切な環境下で育つことによるこどもの発達、心理や行動につ
いて学ぶことにより、委託されるこどもへの理解に繋がることを
示す。

③里親養育における課題や対応上の留意点
 研修受講者のニーズに考慮した養育上の課

題や対応上の留意点
等

 未委託の場合も含め、研修受講者のニーズに応じて、今後起こり
うる養育上の課題を取り上げ、里親自身の強みと課題を整理し、
対応方法を検討する。

④意見交換・グループワーク
 これまでの養育経験の振り返り
 受講者が共通に抱えている悩みや課題につ

いての意見交換、課題解決に向けたグルー
プワーク

等

 養育上で悩んだことや支えになったこと、こどもと里親の双方に
プラスになったこと等を話し合い、これまでの経験を振り返る。

 他の里親の体験談等を聴くことで、自身の養育の振り返りや委託
希望条件等を見直す機会とする。

⑤養育実習
 児童相談所、里親支援センターでの実習等
 里親家庭やファミリーホームの訪問等
 乳児院、児童養護施設、心理治療施設、児

童自立支援施設における実習等
 社会的養護のこどもとの関わり（遊びや学

習のサポート、生活場面におけるやりとり
等）

 社会的養護のこどもの背景理解や対応の留
意点

 施設職員や里親支援センターの職員等との
関係性を深める

等

 児童相談所、里親支援センターを実施場所として、一定の経験を
有する里親の協力を得て、こどもとの関わりや養育技術を学ぶ。
なお、主体的に委託児童の参加が望める場合、その参加を妨げる
ものではない。

 里親家庭等における実習では、先輩里親等から家庭養育に関する
助言やこどもへの対応の留意点等を学ぶ。また、受け入れ家庭や
こどもの意向等を十分に配慮し、実習時間についても調整を行う。

 乳児院や児童養護施設等における実習では、専門性を有する職員
によるこどもへの関わりを観察すること等により、こどもの背景
理解を深め、養育技術等を学ぶ。

 実習を通して、里親支援専門相談員、里親支援センターの職員等
と関係性を深める。

 可能な範囲で、これまでに養育実習等の経験がない実習先での実
施を検討する。



内容（具体的なポイント） 狙い・効果等

〇研修内容を振り返る課題の提出（アンケート、レポート
等）

 研修内容で印象に残ったこと、感じたこと、疑問点等の記
述

 養育実習を通したこどもへの理解
等

 養育里親希望者等は、研修を受けて感じたことや考えたことを振り返ることにより、研
修受講前後の里親養育に関する知識や考え等の変化を明らかにすることが可能となる。

 養育実習の前後で、こどもへの理解に対する変化等を確認し、社会的養護のこどもに望
まれる里親等の役割について確認する。

〇振り返り面談の実施
 アンケート、レポート等の内容についてのフィードバック
 不安や疑問等に関するフォロー
 里親等委託にむけたアセスメント

等

 アンケートやレポート等の内容について、フィードバックを行うことで、養育里親希望
者等は振り返り内容が深まり、今後の里親等委託や委託継続に向けた動機づけが高まる。

 面談を通じて開示された養育里親希望者等の不安や疑問等は、可能な限り面談時間内に、
話し合いによって丁寧なフォローを行うことが重要である。

 研修実施者や里親支援センター等が養育里親希望者等の研修内容をともに振り返ること
で、養育里親希望者等の養育技術や社会的養護のこどもに対する考え方をアセスメント
する機会となる。

 実施に当たっては、養育里親希望者等の状況に応じて、適宜工夫することが必要。

〇各研修内容の振り返り
・基礎研修、登録前研修、更新研修について、それぞれ終了時に研修全体を通した振り返りを行い、研修実施者や里親支援
センター等からフィードバックを受けることで、研修内容の充実が期待できる。
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